
仕 様 書 

 
１ 件 名 事業系ごみリーフレット製作等委託 

 

２ 委託概要  

 事業系一般廃棄物の適正排出に関するリーフレット（以下「事業系ごみリーフレット」という）を、

製作・編集・印刷して市の指定する場所に納品すること及び作成したデータ（ＷＥＢ用の低解像度のＰ

ＤＦ・印刷用の高解像度のＰＤＦ・イラストレータ）をＣＤ－ＲＯＭにて市の指定する場所に納品する

こと。 

 

３ 作成数量 

事業系ごみリーフレット作成 １０,０００枚 

印刷物の完成原稿のデータＣＤ－ＲＯＭ（ＷＥＢ用の低解像度のＰＤＦ・印刷用の

高解像度のＰＤＦ・イラストレータ） 

一式 

 

４ 納入期限 

  令和７年３月３１日（月）までに納品することとし、納品日時については必ず担当者へ事前に連絡 

し、調整すること。 

 

５ 納入場所 

  岡山市役所分庁舎６階 環境事業課（岡山市北区大供一丁目２番３号） 

 

６ 仕 様 

（１） 作業詳細  

環境事業課職員と打合せのうえ、「事業系ごみリーフレット」の製作及び編集を行い、編集 

に伴うレイアウト調整を行うこと。全体が統一された色、デザイン等（イラスト、レイアウ 

ト、文字等も含む）の構成・印刷をすること。 

「事業系ごみリーフレット」の印刷形状は、Ａ３二つ折り両面フルカラー印刷となり、各ペ

ージ構成については「別紙 印刷構成」を参照すること。 

環境事業課から提供可能なデータは「別紙 印刷構成」の２～３ページにあたるエクセルデ

ータのみであり、パンフレットとして製作するにあたり読みやすいページ構成となるよう、当

該提供エクセルデータをもとにレイアウト変更を行うこと。なお、「別紙 印刷構成」の２～３

ページには QRコードを印刷する箇所がある。 

１ページ及び４ページについては「別紙 印刷構成」にて作成イメージを示しており、イラ

ストを差し込むように指示している箇所が約１０か所ある。 

なお、環境事業課職員との打ち合わせの中で各種イラストの作成を必要とすると環境事業課 

が判断した場合は、著作権に抵触しないように対応するイラストの編集・作成をすること。た



だし、環境事業課からそのために必要なイラスト素材等の提供は行わない。 

 

（２） 印刷形状 

① サイズ Ａ３両面フルカラー印刷、二つ折り、表紙・裏表紙含めて４ページ 

② 用 紙 １３５㎏ マット紙（再生マット紙でも可） 

③ 校 正 ３回以内（簡易色校正を含む） 

④ 納 品 ２５０枚を１束で納品すること 

          印刷物の完成原稿データ（ＷＥＢ用の低解像度のＰＤＦ・印刷用の高解像度の 

         ＰＤＦ・イラストレータ）をＣＤ－ＲＯＭで納品すること 

          仕様書に定めのない事項については担当者と協議すること。 

７ そ の 他 

（１） 環境事業課職員と打ち合わせのうえ、作業スケジュールを決めること 

（２） 仕様書及び契約書に定めのない事項については、市と協議して定めること。 

（３） 本契約に基づいて作成された印刷物の改作利用権・二次的著作物利用権を含むすべての 

著作権（第三者が作成した著作物の著作権は除く）は岡山市に帰属する。人格権を行使し 

ない。 

（４） 仕様書及び契約書に定めのない事項については市と協議して決めること。 

 

８ 担  当  環境局環境部環境事業課資源循環推進室  電話８０３－１３２１ 

  

 



分別ができていないと、市の処理施設への受け入れ（自己搬入、収集運搬許可業者
による搬入）はできません。

事業系ごみの分け方・出し方
〜家庭と事業所では、ごみの分別ルールが異なります〜
〜事業者には、ごみを適正に処理する義務があります〜

店舗・会社・工場・事務所・学校・官公庁など、事業活動に伴って出るごみはすべて事業系ごみで
す。

ポイント１ 個人営業や農業などの小規模事業者のごみも、事業系ごみです。

ポイント２

ごみステーションに、事業系ごみは出せません！
事業系ごみは、排出事業者が処理施設へ自己搬入するか収集運搬許可
業者に収集を依頼して処理してください。
事業系ごみをステーションに出す行為は量の多少に関係なく、「事業
者のごみを適正に排出する責務に違反する不法投棄」とみなされます。
※廃棄物処理法に違反する行為であり、悪質な場合は処罰されます。
※事業所から出る資源化物も資源化物ステーションや市の拠点回収所
へ持ち込むことはできません。

ポイント３

産業廃棄物以外のもの

法令で定める２０種類のもの

「ポイント２」に即し
たイラストの作成要

「ポイント３」に即した
イラストの作成要

「ポイント３」に即した
イラストの作成要

「ポイント３」に即した
イラストの作成要

別紙　印刷構成



搬入先区分 搬入方法 処理方法 問合せ先

※２「粗大ごみに該当するもの」の基準・・・一辺が３５ｃｍ×３５ｃｍより大きく、厚さ５ｃｍより大きいもの。粗大ごみの搬入については必ず事前に市粗大ごみ受け入れ施設にご相談ください。

※４ 廃棄物の収集運搬を委託する場合、区分に応じた収集運搬許可業者への委託が必要です。事業者が排出する廃棄物の内容に応じて受託業者とご相談ください。

※１「自己搬入」とは・・・廃棄物を排出する事業者が自ら搬入すること

※３「専ら物」とは・・・専ら再生利用の目的となる産業廃棄物または一般廃棄物のこと

産
業
廃
棄
物

資
源
化
物

その他 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第２条第４項及び政令第２条に示す産業廃棄物

〇自己搬入
〇産業廃棄物収集運搬許
 可業者へ収集運搬委託
 して搬入

産業廃棄物処分業許可業者
へ処理を依頼

※家電リサイクル法の対象
となる家電４品目（テレ
ビ・エアコン・冷蔵（凍）
庫、洗濯機、衣類乾燥機）
については家電リサイクル
券の購入が必要です。
家電４品目は販売店への処
理依頼または指定取引所へ
引き渡しての処理依頼が必
要です。

※パソコン・二輪車・消火
器等はメーカー、販売店等
にご相談ください。

〇産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処分業者については
岡山県循環資源総合情報支援センターへ

〇家電リサイクル法の対象となる品目については
家電リサイクル券センターへ

〇パソコンについては
パソコン３R推進協会へ

〇二輪車については
自動車リサイクル促進センターへ

〇消火器については
消火器リサイクル推進センターへ

金属くず

ペットボトル（飲料用・調味料用）

廃油 使用済みてんぷら油

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

事
業
系
一
般
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

木くず
貨物の流通などに使用したパレット、建設業・木材又は木製品製造業などの業種から発生したものなど【業種指
定】

繊維くず
（天然繊維のみ）

建設業、繊維工業などから出るもの【業種指定】

電池 乾電池、ボタン電池、リチウムイオン電池など

電化製品 エアコン、冷蔵（凍）庫、テレビ、洗濯機、衣類乾燥機、掃除機、パソコン、携帯電話、イヤホンなど

缶 再生資源事業者が処理できない缶

びん 再生資源事業者が処理できないびん

ペットボトル 再生資源事業者が処理できないペットボトル

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の

再
生
資
源
事
業
者
施
設

ペットボトル

紙くず 建設業、紙製造業、出版業などから出るもの【業種指定】

産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
施
設

廃プラスチック類
合成繊維くず（化学繊維でできた作業着・制服・カバン・靴）、発泡スチロール、ビニール袋、緩衝材、食品ト
レー、弁当・カップ麺の容器、プラスチック製品（ハンガー、かご、バケツ、収納ケース、スポンジ、クリア
ファイル）、廃タイヤなど

刃物類（はさみ、包丁）、スプレー缶、一斗缶、スチール製の机・椅子・ロッカーなど

ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず ガラス製品（コップ、水槽）、陶磁器類（植木鉢、茶碗、皿）、窓ガラス、レンガ、鏡、コンクリートなど

生ごみ

新聞、チラシ、雑誌、段ボール、OA用紙、シュレッダー紙、紙パック、雑古紙（空き箱、紙袋など）
※リサイクルできる古紙については市の焼却施設への搬入はできません。

食品の食べ残し・売れ残り、調理くずなど

木くず 剪定枝、刈草

産業廃棄物処分業許可業者
又は
再生資源事業者へ処理を依
頼

〇再生資源事業者については岡山再生資源事業協同組合へご相談くだ
さい。
岡山再生資源事業協同組合

〇産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処分業者については
岡山県循環資源総合情報支援センターへ

〇剪定枝のリサイクル、事業系古紙受入業者、食品ごみのリサイクル
については
岡山市のホームパージ「剪定枝などのリサイクルにご協力ください」
へ

古布

缶（飲食用）

びん（飲食用）

〇自己搬入
〇各種収集運搬許可を受
 けている業者等に収集
 運搬委託して搬入※４

〇自己搬入
〇各種収集運搬許可を受
 けている業者に収集運
 搬委託して搬入

市
粗
大
ご
み
受
け
入
れ
施
設

木くず 木製品（机・椅子・棚など）【粗大ごみに該当するもの】※２

岡山市の粗大ごみ受け入れ
施設へ処理を依頼

〇搬入の際は必ず事前に下記施設にご相談ください。

繊維くず
（天然繊維のみ）

布団、毛布、カーテン、カーペット、畳など【粗大ごみに該当するもの】

事業系ごみの分別一覧表

分別区分 分別区分 対象物（例）

市
焼
却
施
設

紙くず
（リサイクルで
きないもの）

フィルムコーティングされた紙、ティッシュペーパー、カーボン紙、汚れた紙、感熱紙、紙おむつ、水に溶けな
い紙など

〇自己搬入 ※１
〇岡山市⻑の許可を受け
 ている一般廃棄物収集
 運搬許可業者に収集運
 搬委託して搬入

岡山市の焼却施設へ処理を
依頼

〇自己搬入する場合

〇岡山市の一般廃棄物収集運搬許可業者に依頼する場合
一般廃棄物収集運搬許可業者一覧

生ごみ
食品の食べ残し・売れ残り、調理くずなど（水切りをしてください）
※食料品製造業・医薬品製造業等で原料として使用した動植物性の残さは産業廃棄物です。

木くず
（リサイクルで
きないもの）

木製品（割り箸など）

繊維くず
（天然繊維のみ）

服・靴・カバンなど
※リサイクルできないものに限ります。

専
ら
物
 
※
３

紙くず

繊維くず

缶

びん



岡山市環境局 令和７年３月発行

不法投棄や不法焼却には罰則があります。絶対に行わないで
ください。

ステーションに不法投棄している
イラストの作成要

私有地・公共用地に不法投棄して
いるイラストの作成要

不法に焼却しているイラストの作
成要

罰則：５年以下の懲役若しくは、1,000万円以下の罰金又はこの併科（法人に対
しては３億円以下の罰金）

住居と店舗が同じ建物の場合でも、家庭系ごみと事業系ごみをわけて排出してく
ださい。事業系ごみはステーションに排出できません。

事業系ごみと家庭系ごみをわけるイメージのイラスト
の作成要

市の処理施設への持ち込みに関すること


